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本号の編集終盤の 10 月 5 日に今
年のノーベル物理学賞に，地球温暖
化を予測する地球気候モデルを開発
した真鍋淑郎博士ら 3 人が選ばれた
ことが発表されました。地球温暖化
という気象学の分野で物理学賞を受
賞したことも話題となりましたが，
国連の「気候変動に関する政府間パ
ネル（IPCC）」が 1990 年に発表し，
温暖化の科学的知見を初めてまとめ
た第１次評価報告書にも博士らが開
発した気候モデルが引用されていた
ことも話題になりました。その IPCC
の第 6 次報告書が今年 8 月に発表さ
れ，人間の影響が大気，海洋及び陸
域を温暖化させてきたことには疑う
余地がないと初めて断定し，CO2 や
その他温室効果ガスの排出を直ちに
急速かつ大規模に削減しない限り，
温暖化を抑えることができないと報
告しています。国内でも菅前首相の
2050 年カーボンニュートラル宣言
と今年 4 月の 2030 年 CO2 排出量を
2013 年比 46％削減発言もあり，対
策が待ったなしの大きな転換期を迎
えています。

本号の特集テーマ「地球温暖化対
策，環境対策」は，前回からおよそ
2 年半ぶりとなりますが，このよう
な変化に対応していく読者の方々に

ご参考となれば幸いです。
巻頭言は，立命館大学の深川教授

にご執筆いただき，地球温暖化を正
しく恐れると題して IPCC の内容や
建設機械に関わる我々が何をなすべ
きかについて触れていただきました。

行政情報では，「国土交通省におけ
るカーボンニュートラルに向けた取
組」と，農林水産省で取り組まれて
いる「みどりの食料システム戦略」，

「建設施工における地球温暖化対
策」についてご紹介いただきました。

特集報文では，当協会の活動にも
携わる大川博士に地球温暖化の抑制
策について考察と提言をいただきま
した。そのほかにも水素やサプライ
チェーン，環境配慮型コンクリート，
生態系保全，ブルーカーボン，風力
発電，バイオマス，バッテリ駆動，
トロリー受電，作業船リニューアル，
換気，水処理装置，原位置浄化，環
境配慮型土壌固化，ZEB といった
特集テーマに関連した幅広い分野か
ら取組みや新技術について紹介して
いただきました。

最後に，本号への執筆時期はコロ
ナウイルスの第 5 波と重なりまし
た。感染拡大防止で何かと制限や影
響のある中，また，ご多忙にもかか
わらずご寄稿いただきました執筆者
の皆様とご協力いただいた関係者各
位にこの場をお借りして厚く御礼申
し上げます。� （赤坂・松澤）
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12 月号「先端土木・建設技術の開発特集」予告
・国土交通省におけるデータ利活用の取組　・「国土の長期展望」最終とりまとめ　・GNSS を活
用した高精度施工管理技術　・点群データを活用した公共事業の高度化　・現場で使える公共構
造物デジタルツインの構築　・点群データを用いた時空間解析の最新動向　・仮想県土「VIRTUAL 
SHIZUOKA」構築に向けた取り組み　・建設 DX 実現に向けて　・SLAM を用いた 3 次元測量
・自動建機群の協調制御システムの実証　・水中作業の ICT 技術 小型水中バックホウの開発
・簡単に素早く設置できる防音壁の開発　・ビーコンを活用した安全な施工管理　・2 層式鋼製
伸縮装置による桁端部漏水対策技術　・点群データを用いた道路防災点検の高度化と災害査定の
支援




